
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

１．歩行・作業時の転倒防止 歩行・作業中は足元（障害物等）に注意し、極力両手を塞がない 

２．階段での転倒・転落防止 階段移動時（特に下り）は荷物を最小限、足元確認、手摺利用、

照度確保を徹底 

３．バイク・自転車の転倒防止 通勤・走行ルートは事前に危険箇所を確認し、走行時は路面の

段差、凹凸、障害物を避け、急ハンドル、急ブレーキ、急発進を

禁止 

４．通勤時の交通接触事故防止 朝・夜の暗い時間帯や雨天時等見通しが悪い時は、明るい服装

や反射板の活用を励行 

５．扉・ドア等挟まれ防止 扉等の開閉時の「ながら行為」は禁止 

６．中高年齢者の転倒防止 日常の体力維持活動、作業前ストレッチを励行 

７．危険感受性向上 作業前ミーティング・相互の声掛け（危険箇所点検・災害リスク

予測）を徹底し「要所での指差し呼称」を励行 

代表取締役社長 佐川 泰弘 

〚 2024 年度労働安全標語の受賞作品 〛 

福岡県ビルメンテナンス協会による安全標語の募集を行ったところ
1 名の方が受賞されました。 
 

 『まあいいや 大きな事故が 起きる前』 

《 全社共通ルール(７か条) 》 （２０２２年９月制定） 

 

安全と健康は最優先！ 

作業中や通勤時の 

隠れた危険に気づいて 

いますか？ 

基本動作やルールを守り、 

安心・安全で働ける 

職場づくりを目指して、  
みんなで事故を防いで 

いきましょう！ 


